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7 バーンスタイン 
 レナード・バーンスタイン(Leonard Bernstein, 1918-1990) 

米国の指揮者,作曲家,ピアノ奏者｡ハーバード大学で作曲をW.ピストンに学び,
さらに D.ミトロプーロス, F.ライナー,クーセビツキーに指揮を学ぶ｡1943 年ニュ

ーヨーク･フィルハーモニー管弦楽団の副指揮者となり,同年 B.ワルターの代役

としてデビュー｡以来欧米各地で活躍し,ミュージカル《ウェスト･サイド物語》

(1957 年)の大成功を経て 1957 年―1969 年ニューヨーク･フィルの常任指揮

者を務める｡その後も作曲活動と並行して世界各地の管弦楽団,歌劇場に客演

し,名声を揺るぎないものにした｡さまざまな音楽語法を自在に混合した独自の

音楽を書き続けた｡     （マイペディア） 
 

 
●バーンスタインのミュージカル 

クラシックや 20 世紀中葉の現代音楽の語法に加えてジャズ、ラテンなど 20 世紀アメリカのポピュラー音

楽のスタイルなども自在に取り入れ、ミュージカルの音楽を刷新した。 
 

オン・ザ・タウン On the Town 1944 作曲 1944 初演 
脚本と歌詞はベティ・コムデンとアドルフ・グリーン。1944 年 12 月 28 日、ブロードウェイのアデルフィ

劇場で初演。監督はジョージ・アボット、振付はジェローム・ロビンス。合計で 462 回上演され、1971 年

と 1998 年にも復活上演された。1949 年に映画化されたが、バーンスタインの音楽は一部しか残されなかっ

た。◆海軍の水兵 3 人が、ニューヨークで 24 時間の上陸許可を与えられる。3 人はそれぞれ素敵な女性（と

ニューヨークの街）に惚れ込み、短い滞在期間の間に冒険を繰り広げる。しかし、3 人は朝には船に戻って

戦争と不確かな未来に出発しなければならなかった。 
 

ピーター・パン Peter Pan 1949-50 作曲 1950 初演 
J.M.バリーの戯曲がニューヨークで久しぶりに再演されるにあたって書かれた劇音楽。歌の部分の詞はバー

ンスタイン自身による。初演ではバーンスタインの曲は歌 5 曲ほどしか用いられなかった。初演は成功した

が、その後メアリー・マーチンによる本格ミュージカル版やディズニーのアニメーションが登場し、バーン

スタイン版は忘れ去られた。21 世紀になって実は殆どの部分にバーンスタインが作曲していたことが発見

され、演奏可能な楽譜が再構成された。日本では 2018 年 1 月に国立音大が初演。 
 

ワンダフル・タウン Wonderful Town 1953 作曲 1953 初演 
ルース・マッキニーの短編小説にもとづく演劇をミュージカル化したもの。脚本はジョセフ・フィールズと

ジェローム・チョードロフ 。559 回公演。音楽は評価されたが舞台の成功は一時的なものにとどまった。

◆舞台は 1935 年のニューヨーク。2 人の若い女性が田舎から夢を抱いてやって来る。作家志望の姉ルース

と女優志望の妹アイリーンだ。田舎から出てきた 2 人にとって、ニューヨークは目の回るような忙しい街。

チャンスをつかもうと行動しても、人波に翻弄されるばかり。2人は夢をかなえることが出来るのだろうか。 
 

キャンディード Candide 1956 作曲 1956 初演、1973 改訂 
啓蒙主義者ヴォルテールの風刺小説(1759)に基づく「コミック・オペレッタ」。脚本はリリアン・ヘルマン、

作詞はリチャード・ウィルバーほか。1956 年の初演は興行的には失敗、以後たびたび改訂が重ねられた。

◆純真な青年キャンディードは、哲学教師パングロスの「この世に起こることは、全て最善である」という

教えを信じて、幸せな生活を送っていたが、男爵令嬢クネゴンデと恋仲になったため城を追い出され放浪の

旅に出ることになった。戦争、大地震、宗教裁判、嵐、詐欺……。行く先々で悲惨な目に遭い、キャンディ

ードは「全ては最善」という教えに疑いを持つようになる。 
 

ウエスト・サイド物語 West Side Story 1957 作曲、1957 初演 
脚本はアーサー・ローレンツ、作詞はスティーヴン・ソンドハイム。シェイクスピアの戯曲『ロミオとジュ

リエット』に着想し、当時のニューヨークの社会的背景を織り込みつつ、不良少年グループの抗争の犠牲と

なる若い男女の 2 日間の恋と死を描く。バーンスタインの音楽とジェローム・ロビンズの振付･演出が高く

評価され、734 回のロング･ランを記録｡1961 年映画化。◆ジェット団(白人系)とシャーク団の若者たちはこ

とごとく対立し、抗争を続けている。そんな中で開かれたダンスパーティで、シャーク団の首領ベルナルド

の妹マリアはジェット団の若者トニーと出会い、恋に落ちる。だが、いさかいの混乱の中でトニーはベルナ

ルドを殺してしまう。マリアはトニーと一緒に逃げようとするが、行き違いが重なった末にトニーは世を去

ることになる。 
 

  


